
４－７  

主題 最新福祉用具を活用した、介護職の腰部負担軽減の取り組み 

副題 いつまでも元気に働きつづけられる介護職のために、介護負担ゼロを目指して 
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事業所紹介 

開設１８年の１３５床（ショートステイ含む）従来型多床室の施設です。緑に囲

まれた建物は商業施設と隣接し、賑わいと落ち着きをあわせもち、ケアハウスや

通所介護事業も併設されています。法人理念の「ありのままのあなたを大切にし

ます」を合言葉に、お客様も職員も笑顔で暮らせる取り組みを実施しています。 

 

《１． 研究(実践)前の状況と課題》 

 介護業務は、重量の負荷、姿勢の固定、前屈等の不自然な姿勢で行う作業の繰り返しにより、

腰部に過重な負担が持続的かつ反復的に加わることがある。これが腰痛の大きな原因になってい

ると「職場における腰痛予防対策指針」でも表記されている。実際、痛みを抱えながら働いてい

る介護職は多い。この現状を打開すべく、１０年前から、職員がいつまでも元気で働き続けられ

るよう、介護負担軽減をめざし、「持ち上げない介護技術」の実践を開始した。２０１０年には

移乗しやすい車いすやスライドボード等福祉用具を一斉整備。しかし、２０１２年に介護負担の

調査をしたところ、移乗介助での負担がまだ大きいという結果があった。これを受け、２０１３

年に、リフトを導入。導入６カ月後のアンケート調査では、8 割の職員から介護負担が軽減した

と回答が得られた。この時、介護負担軽減の対策が必要な場面についても、あわせて調査したと

ころ、「排せつ」「入浴」という意見が上がっている。 

 ここまで、移乗介助を中心に介護負担軽減の取り組みを行い、一定の成果はあったものの、現

状としては、今もまだ腰痛等の体の痛みを感じている介護職は残存している。介護負担軽減の次

なる対策として、腰部にかかる負荷を直接的に回避できるものが求められていた。 

《２． 研究(実践)の目的ならびに仮説》 

 腰部の動きをダイレクトにパワーアシストする移乗支援機器装着型介護ロボット（以下、介護

ロボットと略す）、および腰部サポートウェアを導入することで、介護士の腰痛が改善され、さ

らなる介護負担軽減が図られると考えた。介護ロボットにおいては、福祉業界へ進出し始めたと

ころであり、介護業務のどの場面で活用できるのか効果測定をすることで、有効的な使用ができ

るようになることを期待した。あわせて、先進的な福祉機器の導入をきっかけに、介護業界への

イメージが明るく希望のあるものに変換できることも期待した。 
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《３．具体的な取り組みの内容》 

測定期間：２０１５年１２月～２０１７年３月 

測定対象：介護ロボット１２名、腰部サポートウェア１２名（うち４名は双方を装着） 

測定方法：就業時間中、常時装着。各種介助場面（起き上がり、体位変換、移乗介助各種、ベッ

ド上排せつ、トイレ介助、食事）、および終業後の介護負担感を数字で表記し、介護ロボットや

腰部サポートウェアを装着する前と装着開始後の変化をみた。 

《４．取り組みの結果》 

 今回の検証により、腰痛等の介護負担軽減を実感し、継続使用につながった職員は、介護ロボ

ット２名、腰部サポートウェア６名という結果が得られた。 

腰部サポートウェアは、中腰姿勢をサポートする感触がわかりやすく、装着も安易で軽く、導

入に抵抗が少ない。誰でも簡単に使用できることが利点であり、活用の幅は拡げやすい。 

介護ロボットの継続使用者は少数だったが、毎週接骨院へ通う程の腰痛が全くなくなった職員

もおり、腰痛軽減の効果は大変高いものだった。双方装着者からもサポート力は介護ロボットの

方があるという回答だった。介護ロボットは、機器の動きと自身の動きを同調する必要があり、

はじめは動きづらさを感じやすい。また、重量感やトイレでの脱着の手間等から装着に消極的な

傾向があり、就業時間常時装着するまでに至らなかった職員が多かった。だがそのような職員も、

「ベッド上排せつ」「体位変換」「起き上がり」「トイレ介助」の中腰姿勢を保持する動作で、腰

部の負担軽減を実感しており、これら介助場面で使用したいという意見が聞かれた。 

《５．考察、まとめ》 

 今回の取り組みにより、これまで介護負担軽減の対応に苦慮していた中腰姿勢を保持する介助

動作において、介護ロボットや腰部サポートウェアが有効であることが分かった。装着の手軽さ

という特性を活かし腰部サポートウェアは施設備品として常備、腰痛等の不安を感じた職員へ提

供できるようにした。介護ロボットは 2 台を 1 フロア２０名の介護士で使用。腰への負担が最

も大きい「ベッド上排せつ」時にまずは限定して使用し、装着負担を軽減することで、全員で活

用する取り組みを開始することができている。 

「移乗介助」については、装着前から負担感の数値は低い結果だった。これは、過去数年にわ

たり実践してきた持ち上げない介護技術や福祉用具の整備による効果と再確認した。このことか

ら、介護負担軽減は一対策では成り立たないということが分かる。介護技術の習得、福祉用具の

充実、その上で最新の道具を積極的に活用したことが、今回の成果に繋がったのだと考える。 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

本研究発表を行うにあたり、ご本人（ご家族）に口頭にて確認をし、本発表以外では使用しな

いこと、それにより不利益を被ることはないことを説明し、回答をもって同意を得たこととした。 

《７．参考文献》 

１) 職場における腰痛予防対策指針及び解説（厚生労働省） www.mhlw.go.jp/stf/houdou 

（閲覧日２０１７年７月２日） 

２) 介護ロボットポータルサイト（日本ロボット工業会他）http://robotcare.jp/ （閲覧日２

０１７年７月５日） 

《８．提案と発信》 

 介護人材不足は深刻な問題である。「介護に従事する職員の離職防止」「介護を志ざしたくなる

ような未来」のため、介護現場で活用できる「新しい道具」「新しい技術」は重要な要素であり、

これらを作り上げていくことは、今現在、介護現場で働く者たちの役割なのではないでしょうか。 
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